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Summary 

The occurrence of deformed leaves in cucumber by the treatment of cold water and its reduction in 
TNZ303 (mixture of jasmonic. acid derivative and brassinosteroids derivative) seed treatment were 
studied. Treating shoot apices of cucumber seedlings with 4 ゜C water induced the development of 
deformed leaves and suppressed vegetative growth, whereas treatment with 25 ゜C water had a slight 
effect on leaf deformity. Immersion of seed in 1000 X dilution of TNZ303 for 24 hr decreased the 
occurrence of deformed leaves and mitigated the suppression of vegetative growth of seedlings whose 
apices were treated with 4 ゜C water. These results indicate that seed treatment with TNZ303 can 
overcome the occurrence of deformed leaves by elevating plant's cold tolerance. 

Words: cold water, cucumber, deformed leaves, TNZ303 (mixture of jasmonic acid 
derivative and brassinosteroids derivative), vegetative growth. 

緒

キュウリ(Cucumis sativus L.)は， 最低限界気温か8℃

とされ， 育苗中の温度が低いと葉縁の黄化をまねくとさ

れている（金井， 1998). また， Wright·Simon(1973)

は， 5℃の低温に遭うと葉か萎れるな

れること

ュウリ

その発生条件が接ぎ木前の低温にあることが明らかにさ

れている（大和ら， 1999). また， キュウリ

も発生することが知られている．

く，
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れている(Yamazakiら， 1995; 竹内・禿 1997). その中

で， ジャスモン酸およびブラシノステロイドの混合処理

がベンジャミンなど

すことが示された． また， キュウリ

対するアプシジン酸やブラシノステロイ

つい て報告されている(Rikin·Richmond,

1985). ただし， 天然型アブシジ

される見通しかない． 一方， ジャスモ

(PDJ化合物）およびブラシノステロイド誘導体(TS303)

（試験剤名： TNZ303)は実用化が進められてい

る．

そこで，

よびTNZ303

した．

料および

として，‘アンコ ー ルI

25℃のインキュベ ー タ内でジャスモ

ブラシノステロイド誘導体（竹内 ・
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TNZ303 ( 有効成分として， それぞれ0.0035%含む）の

1000および3000倍 水希釈液 （各成分濃度は， 0.03および

0 .01 ppm)にそれぞれ1, 8および24時間種子を浸漬し

に 対照として， 水に24時間浸漬する区を設けた． 種子

2000年10月17日にバ ー ミキュライトを入れた

1セル容量約45mlの51穴セルトレイに播種し， 25℃,

16時間日長(5500~6000 Ix)の部屋に置いた． 子葉展開後

の10月21日から3日間， 4℃の水を3 回／日 ， 洗浄瓶で

1セルトレイ 当たり500mlずつキュウリ苗の頂部に施与

した． 対照として， 25℃の水を与えた． 処理後の10月

23日に断根を行い， 新たなセルトレイに移植した． 移植

後 はすべてのセルトレイで底面から水を補給した なお，

10月30日および11月6日にはハイ ポネック ス1000倍液

を500ml/トレイ 与えた． 本 葉2枚展開後の11月13日に

Fig. 1. Deformed leaves with marginal curl observed at 3 to 5 
nodes. 
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内のガラス温 室で水耕育苗を行った． キュウリ苗をウレ
タンスポンジ（縦23mm, 横23mm, 高さ27mm) 4個で

固定し，容量約60literのプラスチックコンテナ（内寸，縦

50cm, 横60cm, 深さ21cm)に定植した． 培養液 は， 園

試処方標準液に準じ て調整し， EC 2.0 dS・m
―1 とした．

コンテナに培養液を50liter 入れ， エ ア ー ポンプ（空気送

風量： 3.8 liter·m in
―1)で連続通気した． 栽植本数は， 1コ

ンテナ当たり18 株とした. 12月27日に実験を終了 し，

奇形葉（第1図）の発生， 茎長， 葉数および地上部生体重

を調査した なお，温室内の日平均気温および水温は， そ

れぞれ13.7~20.2℃および14.4~18.8℃で推移した．

結果および考察

奇形葉は4℃の水を施与すると多く発生し，奇形葉株 率

（奇形葉が発生した株/18 株 ， ％） は25℃の水を施与した

場合の約6.5倍であった（第1表）• TNZ303の1000倍液

に24時間種子浸漬処理を行うと，奇形葉株率は無処理の

約6割であった． また， 奇形葉率（奇形葉数／各処理区で

の総葉数 ， ％） は， 4℃の水を施与すると， 25℃の水を

施与した場合の約24倍であった. TNZ303の1000倍液

に24時間種子浸漬処理を行うと， 奇形葉率は4℃の水を

施与しTNZ303 処理を行わな い場合の23.5%に対し，

9.9%であった．

実験 終了時の茎長は， 4℃の水を頂部に与えると有意

に小さくな り， 25℃の水を与えた場合の約71%となっ

た. TNZ303の3000倍液に1時間種子浸漬処理 すると，

茎の伸長抑制が有意に軽減され， 24時間処理では25℃

の水を頂部に与えた場合と同じにな り， 完全に回復した．

Table 1. Effects of cold water and TNZ3032 treatments on occurrence of deformed leaf and vegetative growth 
in cucumber. 

TNZ3032 Water Plant with Deformed Stem 
treatment temperturざ deformed leaf leaves w length 

(dilution) (hr) （℃） （％） （％） (cm) 
V 

゜ 25 11.1 1.0 88.9au 

V 

゜ 4 72.2 23.5 63.0c 
3000 times 

1 4 66.7 17.8 83.0b 
8 4 55.6 12.7 83.2b 

24 4 50.0 13.3 90.la 
1000 times 

1 4 61.1 15.9 82.Sb 
8 4 50.0 11.1 90.5a 

24 4 44.4 9.9 85.5a 
2Mixture of jasmonic acid derivative and brassinosteroids derivative. 
YWater treatment of shoot apices of cucumber seedling three times a day for three days. 
xPlants with deformed leaf/total plants (%). 
wDeformed leaves/total leaves per treatment (%). 
vNon -treatment. 
uDifferent letters within column indicate sigificance at 5% level by the Tukey test. 

No. of Fresh weight 
leaves per of shoot 

plant (g) 

11.0a 51.7a 
8.5b 35.lc 

10.0a 39.8b 
10.5a 44.lb 
10.8a 47.6a 

10.la 40.2b 
10.5a 46.7a 
11.2a 49.7a 
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また， 1000倍液の8および24

と同程度ま

った. TNZ303の3000倍液に1

ことでも 葉数は有意に多くなり，

小さくなり，
TNZ303の3000倍液に1

も 25℃の水を

う ことで
は25℃の

1000倍液 では
と

した．

従来から， 育苗中の低気温 か 奇形葉の発生を引き起こ

すことか問題になっている(Wright·Simon, 1973; 大和

ら， 1999). 一方，本実験では頂部に冷水を施与する

位3~5節に葉縁部 か 縮れる奇形葉の発生かみられた．

ように低温に遭遇しにくい場合でも ， 頂部に冷水を

施与することで発育中の幼葉に低温ストレス がか かり，

ったと思われる． なお， 25℃の水を頂部に

てもわずか な から（奇形葉株率11.1%)

した． このことから， 奇形葉 は低温ストレスだけではな

く， 大川・大竹(2000)が指摘したように断根による

吸収阻害により引き起こされる可能性が考えられる． ま
た， 冷水施与 は頂部のみ ならず根にも影響し， 養水分吸

収を阻害し， 奇形葉の発生を助長した可能性も 考えられ
る．

について， その形態からいくつかの種類が報告
されている（大和， 1999; 大川・大竹， 2000).

奇形葉の形態は，大和(1999)が報告したものと

に縮れかみられた． 低温ストレスの与え方や断根処

ヽが奇形葉の発生節位や形態
したか もしれな い． 今後， 奇形葉の形態と低温ストレス
および養分吸収阻害の

ら(1999)は，
レ ス下の生育回
TNZ303にキュウリ

制され， 生育抑制か軽減されたことから，

ることで冷水施与による

られた．

以上のようにキュウリ

した場合 キュウリ
も抑制されたか ，TNZ303の1000倍液

も された．

冷水施与によるキュウリ
鬱ブラシノステロイ

した． キュウリの
日間4℃の水を頂部

る可能性が考えられた．
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